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ものである。 植松 (1978) の報告によると，国際学友会でたてている尺度
は，理解 ・文法・内容・発音 ・ 印象の 5 つである。各尺度は 5 段階に評価さ
れ 2 名の教師が採点にあたり，満点、はその合計の50点となる。
アメリカ ・カナダ11大学連合日本研究センター(以下「日本研究セン タ ーJ
と呼ぶ〉 で採用している尺度はやはり 5 つであるが，①聞いて理解する力

























The Communicative Use of English as a Foreign Language (以下





にイギリスの Royal Society of Arts Examination Board (以下RSAEB)
で開発が進められ， 1981年から実施されている。読む・開く・番く・会話す












のレベルごとの標準能力は資料 1 にあげておく。 テストは次の 3部に分か
れ，すべて対面で行われる。ただし電話での会話が出題されることはある。
所要時間はそれぞれ約 5 分ずつである。
第 1 部 学校またはテストセンターを代表する人物との会話。面接者は通
常，受験者と初対面ではない。




安扱うものであるが， Test of English for International Communication 
(以下 TOEIC) は「企業人のピジネス・コミュニケーション能力」を評姉
しようとするものである {510
TOEIC は，アメリカの民間テスト機関 ETS (Educational Testing 
Service) が経団連などの後援を受けて日本人のために開発したテストであ


































(2) The Level Check 受験者が一貫して維持することのできる最も高い発
話レベルを見る。様々な話題や機能がとりあげられなければならなし、。発話
内容の事実関係の正誤は不問とし，言語能力のみが評価の対象となる。


































ず，このテストの妥当性について Bachman と Palmer の研究を見ておきた
し、。
Bachman & Palmer (1981) は FSI テストを形式と内容のこつの観点から
検討した。 75人の被験者の読む能力と話す能力をそれぞれ面接法・融訳法・


















ことができるようである。 British Council が行っている面接テストでは採点











レベル 1-1 からレベル 4 十にわたった。採点にあたった者は計 7 名
である占この試行テストを通して，評価の信頼性に関してニつの示唆を得
た。〉一つは上述のように事前研修において採点者間士が討論の機会をもつこ















































1 対 l の面接を行わないで、発話能力を測ることは，たとえ可能で、あったと
しても，現実の発話によるコミュニケーションのあり方から遊離してしま
い，教育に及ぼす影響と受験者の心理的満足感の観点から問題がある。ここ
では， 1 対 l の面援を行うことを前提とし，その所要時間を挺力短縮する方
向で，発話能力テストの実施饗易性を高める方法を考察したい。




に全く重なりがないということを意味しない。むしろ， 1970年代以降は 4 技
能の相関性や誤用の研究などを還して，どの言語技能にも共通する中核的な
言語能力を想定する傾向がある。そういった中核的な言語能力については，








発話能力が{也の 3技能と違う点は話し相手との間で常に feedback がなさ
れながら進められる点であろう。 FSI が，近年，従来の 5 尺度〈発音・文法
・語繋・流拐さ・理解〉のうち，発音の観点を廃して談話能力の観点を加え
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ュニケーション能力が測定できるような視点で 1 対 1 の苗接テストを行う方
-139 ー
が持ましいと思われる。また多人数に対して面接テストを実施するために













(1) 日本語教育学会 1985 に次のような l 節がある。「アンケート調査の結采， 認す能
カ， 作文の能力も測定してもらいたいという妥望を持つ受験者があることが判明








.  Interagency L a n g u a g e  R o u n d t a b l e  Oral I n t e r v i e w ,  M a d s e n  1983. 
・Ilyin O r a l  I n t e r v i e w ,  Il yin 1 9 7 6 ,  Oller 1979，垣間 1984.
.  U p s h u r  Oral C o m m u n i c a t i o n  T e s t ,  U p s h u r  1 9 7 2 ,  1 9 7 4 ,  Oller 1979，窓際1
1984. 
〔イギジス〕
・ Oral E x a m i n a t i o n s  (Association of R e c o g n i z e d  English L a n g u a g e  Schools 




. Cambridge First C巴rtificate ， Jones 1984a 
・ Cambridge Proficiency, Jones 1984b. 
〔フランス〕
• French Speaking Proficiency Test , Pimsleur 1961 , 1967，垣間 1984.
Communicative Use テストについては SAEB の 1983年発行のブックレットを参
考にした。
TOEIC に関する記述はもrvoodford 1978, TOEIC 運営委員会1981に基づく。




The British Council の英語数育担当官 Colin Sloley 氏，英語教育試験担当官
Kεvin Dobbyn 氏との 1985年 7 月 8 臼の面談による。
i高見沢氏との面談による。
Hendricks et al , 1980. 
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資料 1 イギリス Royal Society of A r t s  E x a m i n a t i o n  Board が突施している







































































































レベル 4 特殊なものを除いて， 教義ある母国語話者が行なうほとんどすべての言語
活動をこなすことができる。ニュアンスの違いが使い分けられる。
レベル 5 教義ある母国語話者が行なうすべての言諸活動が適切にできる。文法・語
焚・発音・談話の構成・待遇表現・レジスターの使い分け・語奨査を・イデ
ィオム・口語表現・格言・挿話など， どの側面から見ても母国語話者と同
じ言語活動ができる。
(ELEC英語研修所，アメリカ・カナダ11大学連合白木研究セシター，
東京学園高校〉
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